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・第６回本試験問題＆出題趣旨
・講師作成オリジナルレジュメ
・講師作成再現答案
・100 点付近再現答案

講師 平成 23 年 新司法試験合格者
梶原　秀史 講師
Profile

中央大学法科大学院既修者コース修了。第 6 回本試験
にて受験１回目で合格。刑事系 1 位 (160.15 点 )。

｢ ピンチは自分が成長するチャンス ｣ をモットーに、新
司法試験に合格することだけを目標にするのでなく、そ
の過程においてどれだけ自分を成長させることができる
かを常に考えてきた努力家。

大学院在学中、インプット至上主義からアウトプット
からのインプット勉強方法を確立し、飛躍的に成績を向
上させた。得意科目は、民事系・倒産法。刑事系科目は、
苦手科目である。苦手科目である刑事系で高得点を取る
ために過去問の刑事系上位答案を徹底的に分析し、一つ
の共通点を発見する。キーワードは、｢ 難解な法解釈は不
要。事実関係を大切にする姿勢 ｣ である。

｢ 刑事系科目において点数が伸び悩んでいる受験生のお
役に立てるならば！ ｣ と、辰已の教壇に立つことを決意。

回数 全 2 回・6 時間

再現答案を読むだけでは分からない！
トップレベル合格者のノウハウをここに公開！
本試験では全く同じ問題は二度と出題されない以上、学ぶべきは高順位の再現答案という「結果」で
はなく、実はそれを書いた「高順位合格者の頭の働き」の習得です。
彼らは、問題文のどの事実にマークし何を発想したのか？出題意図を読み解く思考手順は？何を知識
として書いているのか？何を現場で考えて書いているのか？書くべきか書かざるべきかの判断の実際
は？彼らの思考過程を追体験することで、高順位合格答案を書くために必要なものを体得してください。

刑事系 1 位合格者が本音で語る！
本試験現場での「悩み」と「現場判断」。
刑事系 1位の答案といえども出題趣旨どおりの答案というわけでは決してありません。
得点率 81.4％の理由はどこにあるのか。刑事系 1位合格者といえど、本試験の現場では悩んだはず
です。本試験現場でのリアルな思考過程を、講師が本音で語ります。
本講座では、書画カメラを使用して、講師自らが、問題文をどう読み・どう考え・どう書いたか、
本試験当日をリアルに再現します。本試験現場での思考過程を共感することで、刑事系で不可欠な思
考過程がスラスラと頭に入ってくるはずです。講義の中では、講師再現答案だけでなく、100 点付近
の合格者再現答案を用いて、比較検討をしていきます。ともすれば、難解な解釈論を展開しなければ
いけないと思われがちな刑事系ですが、実は事実関係を大切にする姿勢を答案上で表現する重要性が
見えてくるはずです。

東京本校 10/25（火）

通信部 発売開始 11/7（月）

LIVE

辰已各本校  10/30（日）〜 VB

平成23年
新司法試験

刑事系 1 位と聞くと、頭の回転が速く、論述力があり、本試験でも全ての設問において出題の趣旨
通り答えられたのかと思いがちです。決してそんなことはありません。私は、決して頭のよいほうで
はありませんし、論述力も人並みです。加えて、本試験では出題者側がいったい何を問われているのか、
分からない問題もありました。

では、なぜ刑事系科目で１位が取れたのか？本講座では、私が実際に本試験で使用した問題文・構
成用紙を参照しながら、どのような思考を持って問題文を読み進めたか・起案する前にどのように構
成したかを再現していきます。そして、再現答案を参照しながら、起案する際に意識した点をコメン
トします。この過程で私が刑事系 1 位を取れた理由を発見できるはずです。再現答案を検討した後、
出題趣旨を用いて、私の答案が評価された点・反省点に言及します。

また、上記講義内容に入る前に、刑事系科目の勉強方法や論文の書き方について私が守っていたル
ールをご紹介します。

みなさんにお会いできるのを楽しみにしています。

●スケジュール
●受講料（税込）

●講師メッセージ

 ■学ぶべきは結果である答案ではなく、本試験現場の思考過程。

２０１1年刑事系
 の答案はこう書いた

1位【
リアルドキュメント

実況中継】

辰已法律研究所 講座案内 Ti11101901
制作 著作 / 東京本校N

東京本校 辰已各本校 通信部

LIVE VBﾌﾞｰｽ 発送日

時間割 利用開始 利用終了 以降随時

10/25(火) 10:00-13:10 10/30(日) 11/30(水) 11/7(月)

14:00-17:10

※辰已各本校…東京・横浜・大阪･京都・名古屋・福岡本校

辰已法律研究所
東京本校	 〒 169-0075 東京都新宿区高田馬場 4-3-6	 TEL 03-3360-3371（代表）
横浜本校	 〒 221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町 2-23-5 銀洋第 2ビル 4F	 TEL 045-410-0690（代表）
大阪本校	 〒 530-0051 大阪市北区太融寺町 5-13 東梅田パークビル 3F	 TEL 06-6311-0400（代表）
京都本校	 〒 604-8152 京都市中京区烏丸通錦小路上ル手洗水町 670 京都フクトクビル 6F	 TEL 075-254-8066（代表）
名古屋本校	 〒 450-0002 名古屋市中村区名駅 4-26-22 名駅ビル 3F	 TEL 052-588-3941（代表）
福岡本校	 〒 810-0001 福岡市中央区天神 1-10-17 西日本ビル 8F	 TEL 092-726-5040（代表）http://www.tatsumi.co.jp/

通学部 通信部

講座ｺｰﾄﾞ 辰已価格 代理店価格 DVDｺｰﾄﾞ MDｺｰﾄﾞ ｶｾｯﾄｺｰﾄﾞ 辰已価格 代理店価格

11NA3＊ ¥11,000 ¥10,450 R-297R R-297M R-297 ¥12,100 ¥11,495

※注１ 通学部は、受講会場（東京校・大阪校など）を申込段階でお選びいただきます。

※注２ 通信部は、媒体の別（ＤＶＤ又はカセットテープ又はＭＤ）をお選びいただきます。

　　　 ＭＤはＭＤＬＰ対応機種のみ、ＤＶＤはＤＶＤ－Ｒ対応機種でのみご利用いただけます。ご自身のプレーヤーをご確認のうえお申し込み下さい。

※注３ 注１での選択を、上記受講料表中の「講座コード」の「＊」の箇所に下記表の会場コードによって記入して下さい。

　　　 例）東京校でLIVE又はVideoBoothで受講の場合→「講座コード11●●●＊」の「＊」に「H」を当てはめ→「11●●●H」

講座コードの「＊」に当てはめる、通学部の会場選択・通信部の媒体選択の記号の一覧表

通学 名古屋校はＮ

通学 福岡校はＦ 通学 宇都宮校はＵ 通学 岡山校はＬ 通学 高松校はＡ 通学 鹿児島校はＺ

通学 東京校はＨ 通学 横浜校はＹ 通学 大阪校はＫ 通学 京都校はＭ


